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グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
進
展
に
伴
い
、

国
籍
に
と
ら
わ
れ
な
い
優
秀
な
人
材

確
保
が
企
業
活
動
に
不
可
欠
に
な
っ

て
い
る
。
一
方
で
、
労
働
力
人
口
の

減
少
が
目
前
に
迫
る
中
、
少
子
高
齢

化
対
策
の
側
面
か
ら
の
外
国
人
労
働

者
の
受
け
入
れ
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
る
な
ど
、
同
問
題
は
新
た

な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
こ
う
し
た

動
向
を
踏
ま
え
、
政
策
の
方
向
性
を

検
討
す
る
。 
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１
．は
じ
め
に 

 

　
一
九
九
〇
年
代
の
外
国
人
労
働
者
が
急
増

し
た
頃
に
比
べ
て
外
国
人
労
働
者
へ
の
関
心

が
薄
れ
、
外
国
人
労
働
者
「
問
題
」
は
、
と

も
す
れ
ば
当
事
者
、
研
究
者
、
関
連
分
野
の

政
策
担
当
者
だ
け
の
「
問
題
」
に
な
り
が
ち

で
あ
っ
た
。
か
つ
て
、
外
国
人
労
働
者
が
日

本
で
就
労
す
る
の
は
短
期
的
で
、
彼（
女
）等

に
対
す
る
労
働
需
要
が
減
少
す
れ
ば
母
国
へ

帰
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ

は
必
ず
し
も
当
た
っ
て
い
な
か
っ
た
。
外
国

人
の
定
住
、
永
住
化
の
流
れ
が
生
じ
て
お
り
、

就
労
、
社
会
保
険
、
さ
ら
に
子
弟
の
教
育
な

ど
、
一
時
的
な
就
労
を
前
提
と
し
た
従
来
の

対
応
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る
。 

　
一
方
、
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
調
査
研

究
に
目
を
向
け
る
と
、
こ
れ
ま
で
か
な
り
の

数
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
総

括
的
に
展
望
し
た
上
で
、
梶
田（
１
）は
次
の

よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
第
一
に
、
日
本
の

外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
政
策
の
特
徴
に
つ

い
て
は
、
「
フ
ロ
ン
ト
ド
ア
」
か
ら
の
受
け

入
れ
と
、
日
系
人
の
受
け
入
れ
、
研
修
生
や

技
能
実
習
生
の
導
入
の
よ
う
に
「
バ
ッ
ク
ド

ア
」
か
ら
の
受
け
入
れ
が
特
徴
的
と
な
っ
て

い
る
。
第
二
に
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
の

構
成
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
オ

ー
ル
ド
カ
マ
ー
」
と
「
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
」
に

大
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
後
者
は
さ
ら
に
、

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
不
法
滞
在
等
の
形
で
生
活

し
て
い
る
労
働
者
と
、
入
管
法
改
正
後
に
入

国
と
就
労
が
合
法
化
さ
れ
た
日
系
人
た
ち
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
さ
え
一
律
に
扱
う
こ
と
は

難
し
く
、
就
労
条
件
を
含
む
日
本
で
の
生
活

に
は
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
。
第
三
に
、
日

特 集 
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系
人
の
就
労
形
態
は
直
接
雇
用
よ
り
も
業
務

請
負
業
や
人
材
派
遣
業
に
よ
る
間
接
雇
用
が

圧
倒
的
に
多
く
、
特
定
の
地
域
の
中
小
製
造

業
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
第
四
に
、
日
本

の
大
学（
院
）を
終
え
、
そ
の
ま
ま
日
本
企
業

に
就
業
し
た
者
と
そ
れ
以
外
の
者
と
「
二
重

構
造
」
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。 

　
わ
が
国
は
、
世
界
に
例
の
な
い
ス
ピ
ー
ド

で
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
二
年
後
の

二
〇
〇
六
年
に
人
口
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と

い
う
見
通
し
も
あ
る
。
労
働
力
人
口
が
減
少

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
力
不
足
が
深
刻
化

し
、
わ
が
国
の
経
済
社
会
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
国
境
を
越
え
た
人
の

移
動
が
活
発
化
す
る
中
で
、
高
度
な
技
術
・

知
識
を
有
す
る
人
材
を
巡
る
需
要
が
拡
大
し

て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
技
術
者
な
ど
の
専
門
的
・
技

術
的
労
働
者
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
拡
大
に
対

し
て
、
欧
米
諸
国
で
は
、
高
度
な
技
術
・
知

識
を
有
す
る
人
材
の
受
け
入
れ
促
進
の
た
め

の
制
度
改
正
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
な
受
け

入
れ
政
策
を
展
開
し
て
い
る
。 

　
日
本
の
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
状
況

を
見
る
と
、
受
け
入
れ
の
数
量
枠
を
設
け
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
専
門
的
、
技
術
的

分
野
の
外
国
人
労
働
者
の
総
数
は
一
二
万
人

程
度（
興
行
を
除
く
）、
外
国
人
労
働
者
全
体

に
占
め
る
比
率
は
お
よ
そ
一
六
％
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
が
、
規
制
緩
和
の
動
き
や
諸
外
国

か
ら
の
要
求
も
あ
っ
て
、
今
後
拡
大
し
て
い

く
可
能
性
が
あ
る
。 

　
最
近
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
交
渉
で
日
本
の
看
護
・

介
護
労
働
分
野
へ
外
国
人
受
け
入
れ
の
要
望

が
出
さ
れ
て
お
り
（
こ
の
点
は
本
誌
別
稿
で

議
論
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
）、
マ
ス
コ
ミ
が
外

国
人
労
働
者
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
に
わ
か

に
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
を
考
え
る
と
、

外
国
人
労
働
者
を
巡
る
状
況
は
新
た
な
局
面

を
迎
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

　
先
頃
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
で
は

外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
報
告
書
を
と
り
ま

と
め
た（http://w

w
w
.jil.go.jp/institute 

/reports/2004/014.htm
l

）。
こ
の
小
論
で

は
、
同
研
究
会
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
を
中
心
に
、
報
告
書
の
中
か
ら
外

国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
現
状
と
課
題
を

紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
し
た

い（
２
）。 

  

２
．外
国
人
労
働
者
の 

　 

雇
用
状
況 

  

（
１
）外
国
人
労
働
者 

　
　
　
雇
用
の
方
針 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答

し
た
事
業
所
で
は
外
国
人
労

働
者
の
雇
用
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
方
針
を
持
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か（
第
１
図
）。

回
答
結
果
を
見
る
と
、
「
こ

れ
ま
で
外
国
人
を
採
用
し
た

経
験
が
な
く
、
今
後
も
外
国

人
を
採
用
す
る
予
定
は
な
い
」

と
い
う
事
業
所
が
お
よ
そ
４

割
と
最
も
多
い
。
以
下
、
「
日

本
語
で
仕
事
が
で
き
る
外
国

人
に
限
っ
て
採
用
し
、
活
用

を
は
か
る
」、「
特
定
の
職
種

や
専
門
分
野
に
限
っ
て
採
用

し
、
活
用
を
は
か
る
」
と
い
っ
た
順
に
な
っ

て
い
る
。 

  

（
２
）外
国
人
社
員
の
人
的
資
源
管
理 

　
次
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
し
た
事

業
所
の
う
ち
、
外
国
人
を
直
接
雇
用
し
て
い

る
事
業
所
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

調
査
時
点
で
外
国
人
を
直
接
雇
用
し
て
い
る

事
業
所
は
調
査
回
答
企
業
の
一
二
・
五
％
で

あ
る（
３
）。
直
接
雇
用
さ
れ
て
い
る
外
国
人

の
平
均
人
数
は
正
規
社
員
で
お
よ
そ
三
人
（
標

準
偏
差
六
・
〇
八
）、
非
正
規
社
員
で
は
お

よ
そ
六
人
（
標
準
偏
差
一
〇
・
六
七
）
で
あ

る
。 

　
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
事
業
所
で
は
な
ぜ
外

国
人
を
雇
用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か（
第

２
図
）。
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
理
由
と

し
て
最
も
多
か
っ
た
の
が
「
た
ま
た
ま
外
国

人
だ
っ
た
」
と
い
う
回
答
の
三
四
・
〇
％
、

「
特
殊
な
技
能
・
能
力
、
高
度
な
技
術
が
あ

っ
た
か
ら
」
が
二
七
・
二
％
等
と
な
っ
て
い

る
。
外
国
人
労
働
者
が
持
つ
能
力
や
技
能
を

積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
事
業
所
が
多
い
が
、

「
日
本
人
を
雇
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か

ら
」
や
「
賃
金
な
ど
の
費
用
が
安
い
か
ら
」

と
い
っ
た
理
由
で
外
国
人
労
働
者
を
雇
用
し

て
い
る
事
業
所
も
少
な
く
な
い
。 

 

上
で
み
た
よ
う
な
採
用
理
由
は
外
国
人
の

配
属
部
署
や
職
種
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
を
に
ら
ん
で
」「
特

殊
な
技
能
・
能
力
、
高
度
な
技
術
が
あ
っ
た

か
ら
」
と
い
っ
た
理
由
か
ら
外
国
人
を
雇
用

し
て
い
る
事
業
所
で
の
外
国
人
の
配
属
部
署

を
み
る
と
、
「
研
究
・
開
発
」
が
多
い
。
さ

ら
に
、
「
特
殊
な
技
能
・
能
力
、
高
度
な
技

術
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
は
、
海

外
事
業
関
連
、
教
育
関
連（
語
学
等
）の
部
署

が
加
わ
る
。
外
国
人
の
職
種
で
は
「
専
門
・ 
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技
術
」
が
多
い
。
外
国
語
能
力
や
出
身
国
と

の
つ
な
が
り
を
期
待
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。 

　
一
方
、
採
用
理
由
が
「
た
ま
た
ま
外
国
人

だ
っ
た
」
と
い
う
事
業
所
で
は
外
国
人
の
配

属
部
署
や
職
種
が
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

一
つ
は
、
上
の
採
用
理
由
と
同
じ
く
ハ
イ
ス

キ
ル
の
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
場
合
で
、

個
人
が
持
っ
て
い
る
技
能
・
能
力
、
技
術
に

注
目
し
、
国
籍
を
問
わ
ず
「
研
究
・
開
発
」

や
海
外
関
連
部
門
に
採
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
上
の
グ
ル
ー
プ

と
一
緒
に
扱
っ
て
か
ま
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。 

　
も
う
一
つ
は
、
「
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
」
「
生

産
」
と
い
っ
た
部
署
で
「
販
売
・
調
理
・
給

仕
・
接
客
員
」
や
「
生
産
工
程
作
業
員
」
と

し
て
採
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。 

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
二
つ
の
ケ
ー
ス
間
で

外
国
人
社
員
に
対
し
て
期
待
さ
れ
る
人
材
要

件
、
社
内
で
の
役
割
、
そ
し
て
処
遇
も
異
な

る
。
正
社
員
に
限
定
し
て
賃
金
を
み
る
と
、

前
者
の
グ
ル
ー
プ
で
は
二
〇
〜
五
〇
万
円
以

上
の
よ
り
高
い
方
に
多
く
分
布
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
後
者
の
グ
ル
ー
プ
で
は
二
〇
〜

三
〇
万
円
に
集
中
し
て
い
る
。 

   

（
３
）外
国
人
雇
用
の
類
型 

　
今
回
の
調
査
で
は
回
答
数
も
少
な
く
、
こ

れ
を
も
と
に
外
国
人
雇
用
の
全
体
像
を
描
く

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
ひ
と
つ
の

断
片
と
し
て
み
た
場
合
、
外
国
人
の
雇
用
に

つ
い
て
日
本
人
と
区
別
な
く
扱
う
と
こ
ろ
、

そ
の
対
極
の
ま
っ
た
く
採
用
し
な
い
と
こ
ろ
、

そ
し
て
条
件
付
（
限
定
的
）
採
用
・
活
用
と

い
う
三
つ
の
方
針
に
分
け
ら
れ
る（
４
）。
こ

れ
ら
を
も
と
に
い
く
つ
か
の
類
型
に
分
か
れ

る
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
的
な
採
用
・
活
用
を
行
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
第
３

図
の
横
の
日
本
人
―
外
国
人
軸
、
縦
の
典
型

雇
用
―
非
典
型
雇
用
の
軸
か
ら
構
成
さ
れ
る

四
領
域
に
偏
る
こ
と
な
く
位
置
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
閉
鎖
的
な
ケ
ー

ス
で
は
左
側
の
二
つ
の
日
本
人
だ
け
の
領
域

に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
限
定
的
採
用
・

活
用
の
ケ
ー
ス
で
は
、
日
本
人
の
典
型
雇
用

と
外
国
人
の
非
典
型
雇
用
の
領
域
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
場
合
と
、
日
本
人
・
外
国
人
と
も

に
典
型
雇
用
か
ら
構
成
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
考

え
ら
れ
る
。
前
者
は
日
系
人
の
請
負
工
な
ど

を
活
用
し
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
後
者
は
一

部
の
ハ
イ
ス
キ
ル
の
仕
事
に
多
い
ケ
ー
ス
と

思
わ
れ
る
。 

  

（
４
）外
国
人
を
雇
用
す
る
上
で
の
課
題 

　
実
際
に
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
所

で
は
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か（
複
数
回
答
、
第
４
図
）。
一
部
の
選
択
肢

に
つ
い
て
は
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
な
い
理

由
と
同
じ
に
し
て
た
ず
ね
て
み
た
。
結
果
は
、

「
日
本
語
が
通
じ
な
い
と
何
か
と
不
便
」（
五

五
・
三
％
）
が
半
数
以
上
に
達
し
て
い
る
。

以
下
、
「
査
証
（
ビ
ザ
）
な
ど
手
続
き
が
面

倒
、
時
間
が
か
か
る
」（
二
三
・
五
％
）、「
仕

事
の
や
り
方
・
考
え
方
が
日
本
人
と
違
う
」

（
二
三
・
五
％
）等
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
課
題
と
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。 

　
事
業
所
調
査
で
、
外
国
人
を
雇
用
す
る
上

で
の
課
題
と
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
問
題
で
あ
る
が
、
外
国
人
社
員
は
ど
れ
だ

け
日
本
語
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在

の
仕
事
を
日
本
語
で
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る

か
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
お
よ
そ
七
割
の
外

国
人
社
員
が
「
日
本
語
で
仕
事
を
こ
な
す
こ

と
が
で
き
る
」
と
回
答
し
て
い
る
ほ
か
、
「
半

分
程
度
日
本
語
で
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
回
答
者
が
二
割
ほ
ど
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
欧
米
地
域
出
身
者
を
中
心
に
「
仕

事
を
す
る
上
で
日
本
語
は
必
要
な
い
」
と
い

う
回
答
者
も
い
た
。 

　
確
か
に
、
同
じ
職
場
で
外
国
人
社
員
が
働

い
て
い
る
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

き
な
け
れ
ば
何
か
と
不
便
だ
ろ
う
。
彼
ら
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
の
か
、
こ
れ

ま
で
聞
き
と
り
調
査
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た

企
業
の
状
況
に
よ
れ
ば
、
外
国
人
社
員
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
何
と
か
対

応
で
き
て
い
る
と
思
わ

れ
る
場
合
、
二
つ
の
パ

タ
ー
ン
が
あ
る
。
一
つ

は
日
本
人
が
外
国
語
を

学
び
、
そ
れ
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

ケ
ー
ス
で
、
多
国
籍
企

業
や
比
較
的
規
模
が
大

き
い
企
業
に
多
い
。
職

場
で
の
公
用
語
が
外
国

語
と
い
う
企
業
、
後
出

の
よ
う
に
、
社
内
連
絡

や
メ
ー
ル
は
す
べ
て
外

国
語
と
日
本
語
の
二
本

立
て
（
あ
る
い
は
三
本

立
て
以
上
と
い
う
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
）
と
い
う

企
業
、
職
場
内
の
掲
示

も
日
本
語
と
外
国
語
と

を
併
記
し
て
い
る
と
い

う
企
業
も
少
な
く
な
い
。

も
う
一
つ
は
、
徹
底
的

に
日
本
語
だ
け
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
試

み
る
ケ
ー
ス
で
、
比
較
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的
規
模
が
小
さ
い
企
業
に
多
い
。 

　
そ
の
他
、
回
答
事
業
所
が
外
国
人
社
員
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
し
て
い
る
の
か
、

仕
事
上
の
配
慮
と
生
活
上
の
配
慮
と
に
分
け

て
尋
ね
て
み
た（
第
５
図
）。
仕
事
上
の
配
慮

で
は
、
最
も
多
い
の
が
「
特
別
な
こ
と
は
何

も
や
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
回
答
で
、
五
七
・

一
％
に
の
ぼ
る
。
何
ら
か
の
仕
事
上
の
配
慮

を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
「
社
内
で
孤
立
し

な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
」（
二
一
・
四
％
）、

「
直
属
の
上
司
に
配
慮
を
要
請
す
る
」（
一
九
・

〇
％
）、
「
仕
事
上
の
指
揮
、
命
令
を
明
確

に
す
る
」（
一
一
・
九
％
）、
「
日
本
人
社
員

を
サ
ポ
ー
ト
役
で
つ
け
る
」（
一
〇
・
七
％
）、

「
社
内
文
書
を
日
本
語
と
外
国
語
で
作
成
す

る
」（
一
〇
・
七
％
）
等
と
な
っ
て
い
る
。 

　
生
活
上
の
配
慮
に
つ
い
て
も
、
七
割
以
上

が
「
特
別
な
こ
と
は
何
も
し
て
い
な
い
」
と

回
答
し
て
い
る
。 

   

（
５
）外
国
人
を
雇
用
し
な
い
理
由 

　
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
な
い
事
業
所
は
な

ぜ
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う

か（
複
数
回
答
、
第
４
図
）。
最
も
多
か
っ
た

回
答
が
「
日
本
人
だ
け
で
人
材
を
確
保
で
き

て
い
る
」（
七
三
．
・
四
％
）
と
い
う
も
の
で
、

以
下
、
「
日
本
語
が
通
じ
な
い
と
何
か
と
不

便
」（
三
三
・
五
％
）、
「
雇
用
管
理
が
大
変
」

（
一
五
・
八
％
）、「
仕
事
の
や
り
方
・
考
え

方
が
日
本
人
と
違
う
」
（
一
一
・
五
％
）
等

と
な
っ
て
い
る
。 

  

３
．外
国
人
雇
用
の
諸
様
相 

 

　
第
３
図
の
類
型
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

外
国
人
労
働
者
の
雇
用
へ
の
組
み
込
ま
れ
方

は
ひ
と
つ
で
は
な
い（
５
）。
３
Ｋ
の
よ
う
な

日
本
人
が
な
か
な
か
働
き
た
が
ら
な
い
職
場

で
、
安
い
賃
金
で
働
き
な
が
ら
出
身
国
に
送

金
を
す
る
、
そ
の
よ
う
な
現
業
部
門
で
働
く

外
国
人
労
働
者
に
か
わ
っ
て
、
「
研
究
・
開

発
」
や
「
情
報
処
理
関
連
」
の
部
署
で
働
く

専
門
・
技
術
職
の
外
国
人
労
働
者
の
割
合
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
外
国
人

の
雇
用
形
態
も
、
正
規
従
業
員
、
非
正
規
従

業
員
、
派
遣
社
員
・
請
負
労
働
者
と
多
様
に

な
っ
て
き
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
日
本
人
社
員
に
比
べ
て
外
国
人

社
員
の
数
は
少
数
派
で
あ
り
、
特
定
の
職
種

や
専
門
分
野
に
集
中
し
が
ち
で
あ
る
な
ど
、

雇
用
の
広
が
り
は
ま
だ
十
分
に
広
い
と
は
い

え
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い

た
の
は
、
日
本
語
が
通
じ
ず
、
仕
事
の
や
り

方
考
え
方
が
違
う
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
れ
に

と
も
な
う
雇
用
管
理
の
難
し
さ
な
ど
で
あ
り
、

ま
た
一
方
で
景
気
の
停
滞
に
よ
る
労
働
需
要

の
低
迷
も
一
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。 

　
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
労
働
市
場
に
お
け
る

外
国
人
労
働
力
の
位
置
づ
け
は
、
し
ば
ら
く

は
中
途
採
用
中
心
の
流
動
的
な
も
の
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
日
本
人

と
隔
離
さ
れ
た
労
働
市
場
を
意
味
す
る
の
で

は
な
く
、
労
働
市
場
自
体
が
、
成
果
・
実
績

主
義
賃
金
の
導
入
や
非
典
型
労
働
力
の
増
大

な
ど
、
流
動
的
な
要
素
が
拡
大
し
て
い
る
な

か
で
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
日
本
人
労
働

者
と
の
差
異
が
減
り
つ
つ
組
み
込
ま
れ
て
い

く
こ
と
が
、
結
果
か
ら
示
唆
さ
れ
る
。 

　
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
配
慮
が
、
今
後

さ
ら
に
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
。

仕
事
上
あ
る
い
は
生
活
上
の
配
慮
、
特
に
言

葉
や
習
慣
の
問
題
を
克
服
す
る
こ
と
が
、
今

後
供
給
不
足
の
予
想
さ
れ
る
日
本
人
労
働
力

を
代
替
・
補
完
す
る
存
在
と
し
て
の
外
国
人

労
働
者
の
雇
用
機
会
を
増
大
す
る
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、

雇
用
管
理
上
の
問
題
や
、
雇
用
情
報
の
問
題
、

さ
ら
に
は
文
化
的
習
慣
の
問
題
な
ど
、
少
な

か
ら
ぬ
障
壁
を
ク
リ
ア
し
て
初
め
て
実
現
す

る
も
の
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
詳
細
な
実
態

分
析
を
行
い
つ
つ
、
外
国
人
労
働
者
に
対
す

る
政
策
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

　
個
人
の
側
か
ら
見
て
も
、
同
様
に
多
様
化

傾
向
が
観
察
さ
れ
る
。
出
身
国
を
み
る
と
ア

ジ
ア
地
域
と
く
に
中
国
と
、
中
南
米
地
域
と

く
に
ブ
ラ
ジ
ル
が
目
立
つ
が
、
全
体
で
は
一

九
カ
国
に
及
ん
で
い
る
。
年
齢
も
、
各
年
齢

層
に
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
彼
（
女
）

達
が
働
く
分
野
、
産
業
も
職
業
も
広
く
分
布

し
て
い
る
。
給
与
水
準
も
残
業
時
間
も
幅
広

く
、
様
々
な
形
、
姿
で
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

雇
用
さ
れ
て
い
る
。
滞
日
年
数
も
長
く
、
リ

ピ
ー
タ
ー
も
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
ま
だ
大
き
な
割
合
を
占
め
る
ま
で
に

は
な
っ
て
は
い
な
い
が
、
彼
ら
が
日
本
の
雇

用
、
労
働
市
場
に
浸
透
し
、
一
定
の
位
置
づ

け
が
既
に
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

　
と
く
に
目
に
付
く
の
は
ア
ジ
ア
地
域
出
身

者
な
か
で
も
中
国
出
身
者
で
あ
る
。
他
地
域

出
身
者
が
多
様
な
就
業
状
況
下
で
、
そ
れ
ぞ

れ
が
一
定
の
分
野
に
限
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、

彼
ら
は
広
い
分
野
で
多
様
な
レ
ベ
ル
で
就
業

し
て
い
る
。
男
女
共
に
、
広
い
年
齢
層
に
わ

た
っ
て
、
様
々
な
場
所
、
種
々
の
状
況
で
就

業
し
て
い
る
。
た
だ
、
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス

業
あ
る
い
は
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
労
働
が
そ
の
主

た
る
分
野
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
人
と
変
わ

ら
な
い
、
就
業
に
関
し
て
な
ん
ら
制
限
が
な

い
日
系
人
の
多
く
が
こ
れ
ら
の
分
野
す
な
わ

ち
製
造
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
あ
る
い
は
ブ
ル
ー

カ
ラ
ー
労
働
の
分
野
に
集
中
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
が
今
後
の
外
国
人
労
働
力
の
方
向
、

労
働
市
場
の
姿
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
く
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

４
．む
す
び
に
か
え
て 

 

　
外
国
人
労
働
者
の
就
労
実
態
を
考
え
た
と

き
、
倉
田
（
二
〇
〇
三
）
は
外
国
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
後
、
次
の
よ
う
な
政
策
課
題
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（
６
）。
す
な
わ

ち
、
①
労
働
市
場
の
下
層
部
分
へ
の
固
定
化

が
起
き
て
い
な
い
か
、
労
働
条
件
の
監
視
、

②
職
業
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
通
じ

た
労
働
力
の
質
の
向
上
、
③
社
会
保
障
に
つ

い
て
労
働
者
の
権
利
を
保
障
し
、
必
要
に
応

じ
て
出
身
国
と
の
間
で
二
国
間
の
制
度
調
整

を
行
う
、
④
日
本
で
の
生
活
適
応
支
援
、
⑤

就
労
が
長
期
化
し
た
場
合
は
日
本
社
会
へ
の 
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定
着
を
諮
る
措
置
を
講
じ
る
、
と
い
っ
た
諸

点
で
あ
る
。 

　
専
門
的
技
術
者
や
人
文
社
会
国
際
業
務
の

資
格
で
あ
れ
ば
、
将
来
、
企
業
の
海
外
進
出

先
（
す
な
わ
ち
彼
等
の
出
身
国
）
で
働
い
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
採
用
す
る
場
合

も
あ
る
が
、
当
面
は
日
本
人
と
同
じ
く
処
遇

さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
留
学
生
と
し
て
来
日

し
た
者
の
な
か
か
ら
そ
の
ま
ま
日
本
企
業
で

働
く
よ
う
に
な
っ
た
者
や
、
わ
ず
か
で
は
あ

る
が
企
業
が
海
外
か
ら
直
接
採
用
す
る
場
合

も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
層
が
そ
れ
以
外
の

経
路
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
相
対
的
に
問
題
は
少
な
い
が
、

他
の
層
と
は
分
断
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

　
そ
れ
と
対
照
的
に
、
日
系
人
労
働
者
の
就

労
実
態
を
考
え
た
と
き
、
解
決
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。
日
系
人
労
働
者
が

労
働
市
場
の
下
層
部
分
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
、
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

「
間
接
雇
用
」
と
い
う
労
働
市
場
の
特
定
の

部
分
に
固
定
化
し
つ
つ
あ
る
と
も
見
ら
れ
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
職
業
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
形

成
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
く
、
そ

れ
ゆ
え
、
労
働
力
の
質
の
向
上
が
図
ら
れ
て

い
る
と
は
思
え
な
い
。
日
系
人
労
働
者
の
仕

事
の
内
容
が
一
部
を
除
い
て
単
調
な
反
復
作

業
が
多
く
、
年
金
・
健
康
保
険
加
入
が
な
か

な
か
進
ん
で
い
な
い
。
生
活
支
援
や
日
本
社

会
へ
の
定
着
は
、
集
住
地
域
お
い
て
よ
う
や

く
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
今
回
の
調
査
研
究
は
き
わ
め

て
限
定
的
で
あ
り
、
こ
の
結
果
だ
け
か
ら
外

国
人
雇
用
の
図
式
を
描
く
こ
と
に
は
慎
重
で

あ
る
べ
き
で
、
あ
く
ま
で
暫
定
的
仮
説
的
な

域
を
出
て
い
な
い
。
今
後
資
料
を
蓄
積
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
修
正
が
施
さ
れ
て
い

く
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

〔
注
〕 

 

１
　
梶
田
孝
道
（
二
〇
〇
一
）
、
「
日
本
の
外
国

人
労
働
者
政
策
」
梶
田
・
宮
島
編
『
国
際
化
す
る
日

本
社
会
』
東
京
大
学
出
版
会
。 

 

２
　
調
査
は
入
管
統
計
で
外
国
人
労
働
者
が
多
く

い
る
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
、
茨
城
、
群
馬
、

長
野
、
静
岡
、
愛
知
、
三
重
、
兵
庫
に
あ
る
事
業
を

無
作
為
抽
出
、
事
業
所
の
人
事
担
当
者
宛
に
郵
送
法

で
実
施
し
、
七
五
七
票
（
回
収
率
一
二
・
九
％
）
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
外
国
人
社
員
が
い
る
と
回
答
し

た
事
業
所
に
、
外
国
人
社
員
一
人
以
上
に
対
し
て
個

人
調
査
票
の
配
布
を
依
頼
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
外

国
人
社
員
が
い
る
事
業
所
が
わ
ず
か
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
個
人
調
査
に
回
答
し
た
外
国
人
社
員
は
一

二
二
人
に
と
ど
ま
っ
た
。 

 

３
　
間
接
雇
用
の
外
国
人
が
い
る
事
業
所
は
九
・

四
％
で
あ
る
。 

 
４
　
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
調
査
は
事
業
所
を
対
象

と
し
た
調
査
で
あ
る
の
で
、
外
国
人
の
採
用
・
活
用

方
針
が
「
日
本
人
と
区
別
な
く
扱
う
方
針
」
で
あ
る

か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
事
業
所
内
に
多
数
の
外

国
人
が
働
い
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
企
業
内
の
他

の
事
業
所
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら

れ
る
。 

 

５
　
以
下
は
冒
頭
で
紹
介
し
た
報
告
書
の
第
二
章

（
執
筆
担
当
今
村
肇
東
洋
大
学
教
授
）
お
よ
び
第
三

章
（
執
筆
担
当
山
越
徳
獨
協
大
学
教
授
）
に
基
づ
い

て
い
る
。 

 

６
　
倉
田
良
樹
（
二
〇
〇
三
）
「
専
門
的
・
技
術

的
労
働
者
の
受
け
入
れ
」
、
依
光
正
哲
編
著
『
国
際

化
す
る
日
本
の
労
働
市
場
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
九

五
頁
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉 

渡
邊
博
顕
（
わ
た
な
べ
・
ひ
ろ
あ
き
） 

 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
主
任
研
究
員

。 
 

最
近
の
主
な
著
作
に
「
外
国
人
労
働
問
題

の
現
状
把
握
と
今
後
の
対
応
に
関
す
る
研
究
」

（
労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
14
、
労
働
政
策

研
究
・
研
修
機
構
、
二
〇
〇
四
年
）。 

特集 ＝ 「投稿論文特集2004 Part2」 
改革論議は事実から 

労働判例この１年の争点 

自己啓発が賃金に及ぼす効果の実証分析 

労働組合支持に何が影響を与えるのか 
　　―労働者の権利に関する理解に着目して 

製薬企業における女性研究者の育成と活用 
　　　　　　　　　―就業継続の可能性― 

パートタイム労働者の増加がフルタイム 
　　労働者の賃金プロファイルに与える影響 

柳田雅明著 
　『イギリスにおける「資格制度」の研究』 

岡伸一著『失業保障制度の国際比較』 

労働文献目録 

 

中村　圭介 

中窪　裕也・村中　孝史 

吉田　恵子 

原　ひろみ 
佐藤　博樹 

加藤　豊子 

岡村　和明 

八代　充史 

高畠　淳子 

労働政策研究・研修機構 

 

提　　言 

ディアローグ 

論　　文 

 

研究ノート 

 

書　　評 

資　　料 

532 NOV. 200411特集 ＝ 「外国人労働者」 
見える国境・見えない国境 

外国人労働者問題の現状 

日本の労働力需給ギャップと外国人労働者問題 

間接雇用の増加と日系人労働者 

技能実習生の人事管理と 
　　日本人社員との代替関係について 

大韓民国における外国人雇用許可制 

本田由紀編著『女性の就業と親子関係 
　　　　　　　　　―母親たちの階層戦略』 

藤村博之・岩尾啓一・坂尾晃司著 
　『強い会社をつくるキャリア戦略 
　　　―会社と個人の「しあわせ」さがし』 

第27回（平成16年度）労働関係図書優秀賞 

第 5 回（平成16年度）労働関係論文優秀賞 

労働文献目録 

 

桑原　靖夫 

小川　　誠 

後藤　純一 

渡邊　博顕 

西岡　由美 

柳　　吉相 

永井　暁子 

横倉　　馨 

　 

労働政策研究・研修機構 

 

提　　言 

論　　文 

 

紹　　介 

 

 

書　　評 

読書ノート 

発　　表 

資　　料 

531 OCT. 200410


